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越前市、パートナーシップ制度導入しました！
― 越前市での取り組み part４ ―

第40回地方自治研究全国集会（しまね自治研） 2024

自治労福井県本部 越前市職員組合

緒方 祐

２０２２年１０月に越前市パートナーシップ宣誓制度を導入。
今回のレポートでは、前回の静岡自治研後の取り組みについて報告します。

きくりん



宮城自治研 2016

東京でもない大阪でもない地方でのLGBT

～越前市でのLGBTの取り組みとこれから～

土佐自治研 2018

性の多様性と人権

～自治体の取り組みと私たちにできること～

静岡自治研 2022 

はじめよう、性の多様性（LGBTQ/SOGI）に

関する取り組み～越前市での取組み part3～

2

越前市でのLGBTQ／SOGIに関する取り組みは、
これまでに書いた自治研レポートで報告しています

今回のレポートでは、
静岡自治研後の取り組みについて報告します

福井県 越前市について

ここらへん

人口 80,383人
市の花 菊
市の鳥 コウノトリ
越前市三大グルメ
・ボルガライス
・中華そば
・越前おろしそば

2024年3月
北陸新幹線
越前たけふ駅開業

2024年大河ドラマ「光る君へ」
主人公は紫式部

越前市は
吉高由里子が訪れたまち
紫式部が生涯で唯一、
都を離れて暮らしたまち

最近の越前市の話題

About Me
✓ 丹南市民自治研究センター（丹南自治研）所属
✓ ２０１４年度市役所に入庁
✓ ２０１９年度～２０２３年度
市民協働課ダイバーシティ推進室所属 丹南自治研HP



• 同性カップル等は、法律上の婚姻制度を利用できず、法的保障の外に置かれている。社会的に
も家族として認知されづらい。

• パートナーシップ制度は、公共空間において不可視化されてきた同性カップル等の存在を自治
体が正面から認めて、生活上の困難の解消を目指すもの。婚姻とは違って、パートナーシップ制
度は直接的に法的な権利や義務を生じさせるものではないが、利用した同性カップル等に関
係性の安定と社会からの承認をもたらす心理的・社会的機能があると言われている。
（LGBTQ+/SOGIE自治体政策報告書より）

パートナーシップ制度とは？
パートナーシップ制度は、互いを人生のパートナーであると表明する同性カップル等を「結
婚に相当する関係」として認め、証明書や受領証等の公的な書類を交付する制度。

データ元：渋谷区・虹色ダイバーシティ全国パートナーシップ共同調査 出典：NPO法人虹色ダイバーシティ

福井県内では、２０２
３年１０月までパート
ナーシップ制度
のある自治体は無

かった。



• 2019年11月 「同性パートナーと子どもを育てて～同性パートナーシップ制度から『結婚の自
由をすべての人に』訴訟まで～」講演会を開催。講師はにじいろかぞく代表の小野春さん。小野
さんは「結婚の自由をすべての人に訴訟」の原告でもある。（丹南自治研の取り組み）

• 2022年７月 福井県へパートナーシップ制度導入への要望
福井県内で性の多様性に関する活動を行っている６団体（ＥＬＬＹ福井、なっろさ！ＡＬＬＹいけだ、
さばえ、ふくい、えちぜん、レインボー敦賀＃ダイバーシティ）とYouTuberのかずえちゃんと共
に福井県に対して要望書を提出。 （丹南自治研の取り組み）

• 2021年１２月 にじいろ階段（第一弾）
６色の越前和紙を使用し、庁舎内の中央階段を虹色にデコレーション。
越前市職員組合、市役所、大学生、市民の方が協力して準備を行った。

• ２０２２年６月 にじかべ
プライド月間にあわせて、支所の壁を虹色に装飾。
越前市職員組合、市役所、市民団体のなろっさ!ALLYえちぜんが協力して実施

パートナーシップ制度導入関連のこれまでの動きの振り返り

静岡自治研（２０２２年）の報告書に記載

• 北陸地方で先行して導入していた自治体（石川県金沢市、白山市）にヒアリング

• 福井県内の支援団体にヒアリング

• 大学生による受領証等のデザインの提案

• 越前市職員全職員研修

市担当課として導入までに行ったこと



越前市では、2022年10月に「越前市パートナーシップ宣誓制度」を導入
パートナーシップ制度の導入は福井県内初。

パートナーシップ制度
導入記念企画について

パートナーシップ
宣誓制度

導入の時こそ市民への啓発の
絶好の機会。導入記念企画とし
て連動した企画を行った。

制度の概要や、行政サービスに
ついて掲載。



にじいろ写真撮影会（なろっさ！ALLYえちぜん主催 越前市後援）
2022年10月1日（土）

⚫ 越前市を中心に、LGBTQ+を理解し支援する活動を行う市民団体「なろっさ！
ALLYえちぜん」 が、パートナーシップ宣誓制度の導入を記念して、 市役所庁舎前広
場において「にじいろ写真撮影会」を開催。50名近くの方が参加し、導入を祝った。

⚫ 当日はトークショーや、YouTuberかずえちゃんによる「LGBTQ ALLY100人動
画」の撮影会も行われた。



にじいろ写真撮影会参加者からの越前市パートナーシップ宣誓制度の導入に
ついて、メッセージをくれた。

⚫ 福井県にパートナーシップ制度ができるなんて考えてもなくて、本当に嬉しい
です。応援します！！

⚫ 待ってました！越前市に住んでて誇らしいです！
⚫ 導入まで踏み切った、市の職員含め関係団体の方々の努力の賜物だと思いま
す！

⚫ 最初は越前市にほんとに必要なの？って声もあるかもしれませんが、これを
きっかけに悩んでる人たちがいるってことを知ってもらえると嬉しいです。そし
て福井県全体にも広がっていくことを期待しています。

⚫ 福井県で初めてのパートナーシップ宣誓制度の導入、たいへん嬉しく思います。
全国で制度の導入がすすむ中、福井県ではなかなかできませんでしたが、この
状況を「福井だし仕方ないか…」と当たり前のように受け止めていた気がしま
す。しかしこれは、本当はおかしいと思います。今回越前市が導入したことで、
福井だから、というのは、制度を導入しない理由にはならなくなると思います。
このまま、県内に広がっていってほしいと思います。

⚫ バイセクシャルです。同性の方がパートナーになっても、公的に認めていただけ
るんだな、という安心感できたので、素晴らしい一歩だなと感じました。ぜひ県
内、国内全域に広がってほしいと思います。最終的には、誰もが愛する人と結
婚できる、結婚を選べる世の中になってほしいです。



県内初 越前市が「パートナーシップ宣誓制度」
誰もが暮らしやすい社会とは？【福井テレビ】

パートナーシップ制度 形に残るもの「うれしい」
福井県初、越前市で4組に受領証【毎日新聞】

パートナーシップ宣誓初日 2022年10月3日（月）
10月3日がパートナーシップ宣誓の初日となった。4組の方に受領証を交付。
メディアの数も多く、とても注目された。

➡「LGBTQ 報道ガイドライン
–多様な性のあり方の視点から -」

LGBT法連合会作成

「取り上げる」記者側、「取材を受
ける」当事者側の双方の視点から
要点をまとめたガイドライン。
報道機関に対して・・・必読
宣誓予定者に対して・・・読んでか
ら取材を受けるかどう
か決めてもらった

福井県越前市で4組が宣誓＆イベントも開催
【PRIDE JAPAN】



パートナーシップ制度導入記念企画

導入の時こそ市民への啓発の絶好の機会。導入記念企画として連動した企画を行った。

✓ 「誰もが自分らしく暮らせるまちへ」講演会
✓ 人権週間啓発展示
✓ にじいろ階段
✓ 庁舎前ひろば石垣のレインボーライトアップ
✓ 広報・動画
✓ 多様な性に関する啓発展示 ～自分らしく暮らせるまちへ～
✓ 中央図書館 ミニ展示「パートナーシップ宣誓制度」
✓ にじいろ写真撮影会

✓ 人権週間啓発展示



✓ 庁舎前ひろば石垣のレインボーライトアップ

✓ にじいろ階段

越前市広報 特集
2022年10月15日号
特集：性の多様性を考える

福井県広報コンクール金賞受賞

✓ 市広報

⇦ 越前市情報ナビ
（ケーブルテレビ,YouTube)

✓ 動画



県外でパートナーシップ宣誓制度を利用されている当事者らを
招いて、性の多様性の視点から過ごしやすい社会、パートナー
シップ宣誓制度を利用して変わったことなどをお話いただいた。

• 県内初の制度導入をした行政に誇りをもつ
• パートナーシップ制度のことは知っていたのですが、初めて
知ることばかりで勉強になりました。県内でもっと制度が
広がって、自分が住んでいる市でも制度ができたとしたら
住みやすくなる人が多くなるのだろうなと感じました。

• パートナーシップ宣誓制度を利用するか、しないかの選択
ができることが必要なことだと思います。

⚫ 感想

越前市男女共同参画センターYouTubeで検索

✓ パートナーシップ制度導入記念講演会
「誰もが自分らしく暮らせるまちへ」講演会



⚫ 私の住む町では、まだまだ理解が進んでいない。これまで、どうすると理解が進むかな？と考えていた
けど自分ができる小さな一歩から始めて行きたいと思いました。

⚫ 人権について考える機会になりました。性のことだけではなく、障がい者の方や社会的に弱い立場にあ
る人が暮らしやすい福井になるように努めていきたいと思いました。

⚫ 差別を受けた実体験を語るのはとても辛いことだろうと思いますが、皆さんに切実さが伝わったので
はと思います。こんなにしんどい思いをしなくてはならない社会を変えなければならないと皆に知って
ほしいと思いました。

⚫ 感想

2023年10月1日にはパートナーシップ制度1周年記念講演
会を開催。

パートナーシップ制度導入１周年



越前市広報 特集
2023年9月号
特集：パートナーシップ宣誓制度から１年

２組のカップルにインタビュー

パートナーシップ制度導入１周年



パートナーシップ制度導入１周年

企画展示の開催
主催団体として丹南自治研が参画。

「私たちだって“いいふうふ”になりたい展」について
同性婚（婚姻の平等）について考えるための展示が全国
で開催。北陸地方初の開催として、実行委員会が立ち上
がり、実施。

福井県内で活動している団体と協力し、
主催：私たちだって“いいふうふ”になりたい展in福井実
行委員会
（ELLY福井, NPO法人丹南市民自治研究センター,な
ろっさ!ALLYえちぜん,レインボー敦賀#ダイバーシティ）
／特定非営利活動法人カラフルブランケッツ
共催：越前市

内容：
「同性婚はなぜ必要？」「同性パートナーシップ制度との
違いは？」「誰が何に困ってる？」という疑問におこたえ
し、同性婚（婚姻の平等）実現へ向けて社会の理解を促す
と同時に、いま結婚できずに困っている同性カップルの
方へより安心して生きられる方法をお伝えします。
誰かにとっての「あたりまえ」が、当たり前でないことに
気づき、誰もが「自分らしく幸せに生きる権利」を持って
いると知ってほしい、そんな思いが伝われば幸いです。



そのほか

ALLYである人やALLYの気持ちを
もつ人が増えるようにとの願いを込
めて、ALLYを表すデザインのシール
を作成しました。
受領証等をデザインした同じ大学の
ゼミの皆さんがデザインしました。

職員一人ひとりや各職場が性の多様性を理
解して支援する意思を持ち、職員がこの課題
について理解していることを示すために市役
所各窓口に卓上のレインボーフラッグを掲示
しています。レインボーフラッグは市役所の各
窓口のほか、地区公民館や市内の小中学校に
配置しています。

市役所の掲示板にレインボーフラッグ
を掲示

市役所窓口にレインボーフラッグを掲示 ALLYシール作成



パートナーシップ制度福井県内での広がり

2022年10月
越前市
2023年4月
勝山市 鯖江市
2023年6月
あわら市
２０２３年１１月
福井県、坂井市、敦賀市
小浜市、永平寺町
2024年1月
福井市
2024年4月
大野市

福井県では、制度導入後に以下の取り組みを実施。
県民向け講演会（YouTube動画配信）
講師：中島潤氏（認定NPO法人ReBit理事 事務局長兼キャリア事業部シニアマネージャー）

①県内企業、団体等向け、②県内医療従事者等向けの動画を作成し公開。
1 企業・団体等向け研修動画
【講師】 LGBT法連合会
【視聴対象者】 福井県内の企業・団体に所属する者
2 医療従事者・介護・福祉従事者向け研修動画
【講師】 一般社団法人にじいろドクターズ
【視聴対象者】 福井県内の医療機関に所属する医療・介護・福祉従事者



おススメお役立ち資料

自治研作業委員会報告
ＬＧＢＴＱ＋/ＳＯＧＩＥ自治体政策

（2022年３月）

地方公共団体のための性的指向及びジェンダー
アイデンティティの多様性に関する国民の理解
増進に関する法律を活用するための手引き〜
すべての個人が住人として尊重されるために〜

（LGBT 法連合会） 2024年3月

自治体LGBTQ/SOGIEできる
ことハンドブック

（認定NPO法人ReBit）
2024年3月

越前市の事例が掲載されています

＊地方公共団体（教育委員会含む）は
データ版無料

LGBTQ/SOGIEに関する取り組み
を掲載した事例集です。
40の省庁・自治体の取り組みを掲載
しています。

本手引きはいわゆる理解増進法の解説の他、
法文に関連する地方公共団体の取り組み事
例を豊富に盛り込み、よく寄せられる質問へ
の回答、各省庁の取り組みや資料、国際的な
動向や裁判例などを一冊で網羅しています。

LGBTQ+/SOGIE に関する条例、計
画、指針などの取り組み、具体的な施
策、職員の労働条件について等



2014

2015

2016

2017

2018

越前市役所入庁
丹南市民自治研究センター加入
１０月 「LGBTって何？多様な性について考えよう」講演会開催（丹南自治研）

講師：虹色ダイバーシティ

１０年間の振り返り

３月 「ジェンダー・マリアージュ～全米を揺るがした同性婚裁判～」上映会（丹南自治研）
６月 ＬＧＢＴの啓発パネル展（丹南自治研）

レインボーフラッグ型ピンバッジ作成（丹南自治研）
越前市議会で人権尊重の取り組みの推進としてLGBTに関する質問が行われる

１０月 多様な性に関する啓発リーフレット作成（丹南自治研）
宮城自治研でレポートが優秀賞受賞（越前市職）

１０月 関西レインボーパレード ブース出展 アンケート実施 （越前市役所IJU課（職員有志））

３月 「ＬＧＢＴのこと、そして人権へ～誰もが働きやすい社会へ～」講演会（越前市職）
講師：南和行弁護士
国際女性デー統一行動中央集会にて越前市の取り組み報告（越前市職）
春闘で人権の尊重と多様性を認める職場づくりの推進のためSOGIに関する要求を盛り込む（越前市職）

６月 ＰＳＩ－ＪＣ（国際公務労連加盟組合日本協議会）の男女平等セミナーにて越前市の取り組み報告（越前市職）
８月 連合丹南地協の夏祭りでパネル展実施（丹南自治研）
１２月 「性暴力サバイバーの声を、聴ける社会へ」講演会（丹南自治研）

講師：ＲＣ－ＮＥＴ岡田実穂氏
１０月 「地方自治と子ども施策」全国自治体シンポジウム2017越前で「セクシュアルマイノリティをめぐる学校

教育と支援」分科会。遠藤まめた氏が登壇。（越前市）
２０１７年度から採用試験の申込書の性別欄削除（越前市）

３月 ＬＧＢＴ支援北陸地方団体会議
４月 結婚祝い金等の支給対象に同性パートナーを含める（越前市職・職員共済会）

引用元：自治研レポート



2019

2020

2021

2022

2023

202４

４月 市民協働課ダイバーシティ推進室配属
配属期間中、
情報発信
講演会の開催 などを毎年実施
啓発展示

１２月 「同性パートナーと子どもを育てて」講演会（丹南自治研）
講師：にじいろかぞく代表小野春氏

１月 性的マイノリティの人権課題と最近の動向について（越前市職）
講師：宝塚大学 日高庸晴教授

４月 性別記載欄の見直し

３月 保育士向け多様な性研修会（自治労福井県本部）
講師：にじいろｉ－Ｒｕ

１２月 にじいろ階段（第一弾）
１２月 保育士向け多様な性研修会（越前市職）

講師：にじいろｉ－Ｒｕ

６月 にじかべ
１０月 越前市パートナーシップ宣誓制度導入

にじいろ階段（第二弾）

１０月 越前市パートナーシップ宣誓制度１周年

４月 パートナーシップ制度で利用できる行政サービスの拡充
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